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第７回 人材育成・事業承継部会（要旨） 

１  日 時  平成２８年８月２４日(水) １４：４５～１５：３０ 

２  場 所  苫小牧市役所 南庁舎 2 階 21 会議室 

３  出席者 

（１）部員（審議会委員） 

青山委員（欠）、川島委員、西川委員、丸山委員、竹谷委員 

（２）事務局（市） 

桜田企業立地推進室長、加賀谷工業労政課課長、由利商業振興課主査、佐藤（尚）

工業労政課主事 

４  内容 

（１）開会 

（２）議事

①中小企業家同友会の具体的施策について 

・本部会には、具体的事例の提案は間に合わなかった 

・本日（8/24）に同友会の幹事会があるので、その際に提案してみる 

・話がまとまれば、部会の場に同友会の人を呼んで確認することも考えている 

・同友会の事業について、色々な事業所に伝わるように提案しようと思っている 

・同友会と市の連携性を深め、例会への参加も促す 

・経営者はコンサルに教わるだけでなく自分達で施策を考えられるようになるべき 

②３つの柱Ⅱ 人材確保・育成及び事業承継の円滑化 

  重点施策（1）～（4） 

・施策につながる経緯の整理が必要 

・同友会の視点から意見をもらいたい 

・審議会資料、参考 6の表と内容について、人材育成・事業承継部会員の共通の認

識が必要 

・創業して 2～3年程の人達に対し、人材育成や雇用について、何人できているか等

の確認が必要ではないか。 

→この点については、重点施策の具体的施策をかためてしまってからの方が良いの

ではないかと思われる 

・新規創業者で同じような業種（働いていた職業・独立等）については創業しやす

いと思われるが、違う業種（経験のない業種）については創業しても難しいので

は？ 
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→このような考えについて、重点施策に盛り込むことも考えられる 

→インターンについては、商工会議所や同友会で行っているらしいが･･ 

 商工会議所や同友会に当てはまらない事業所についてはどのようなものが考えら

れるか？ 

→同友会の会員しか利用できない施策があるかどうか確認する 

・同友会等で、外国人の対応を含めて何か案があれば･･ 

（３）その他 

・事務局として、委員の連絡を待ち、次回勉強会の開催時に案を確認し、現 

段階で挙がっている重点施策について検討する。 

次回勉強会：平成 28 年 10 月 12 日（水）13：30～（場所未定）行う予定 

（４）閉 会 
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第６回 人材育成・事業承継部会 勉強会（要旨） 

１  日 時  平成２８年１０月１２日(水) １３：３０～１４：５０ 

２  場 所  苫小牧市職員会館 １０２会議室 

３  出席者 

（１）部員（審議会委員） 

青山委員（欠）、川島委員、西川委員、丸山委員、竹谷委員 

（２）事務局（市） 

由利商業振興課主査、佐藤（尚）工業労政課主事 

４  内容 

（１）開会 

（２）議事 

  ①中小企業家同友会が実施している具体的施策について 

   ・経営方針の成文化や経営課題を語り合う小グループの取組 

・経営者と幹部社員が共に学ぶ「共育セミナー」 

・入会３年未満の会員を対象とした塾の開催 

【意見】 

・施策のなかに「同友会、商工会議所、市が連携して」という文言を記述する方が

良いのではないか。 

・外国人観光客への対応を考慮した言語系の資格取得に対する補助があると良いの

ではないか。 

・商工会議所は、人材育成よりは創業への支援に重きを置く方が多い。 

②重点施策について 

  重点施策（1）～（4） 

・これまで、アンケートによる実態調査の結果に基づいて重点施策を議論してきた。 

・既存の市の支援事業を重点施策に当てはめ、足りないものを追加する。 

・インターンシップに対する支援が必要と思われる。 

【インターンシップの支援について】 

・実態は難しい状況だが、長期的な視点で見ると必要である。 

・インターンシップ事業を仲介する窓口を設置する必要がある。 
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・中小企業は、人的、時間的に余裕がないので実施が難しいため支援が必要である。 

・支援は補助金などに限らず、保険加入料や交通費などでも良いのではないか。 

・学校と中小企業のマッチングについても支援になるのではないか。 

・インターンシップを受け入れている中小企業には、社会貢献活動として公共事業

の入札時に優遇されるような支援があっても良いのではないか。 

【職の達人サポートについて】 

・体験型の講師などが良いのではないか。 

・農業なども職の達人に含むと良いのではないか。 

・発明研究会が科学センターで実施している取組みを含めると良いのではないか。 

 （３）その他 

   ・事務局が本日の内容をまとめた勉強会要旨を委員各自に確認してもらい、次回の

勉強会の開催を判断する。 

次回勉強会：平成 28 年 10 月 31 日（月）13：30～（場所未定）実施予定 

   ・委員より「地域経済分析システム（RESAS）」に関する情報提供があった。 

 （４）閉 会 


